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は じ め に

当院放射線科 における過去5年 間の入院患者

のうち,癌 の骨転移と診断された33症 例につい

て,放 射線治療(以 下RTと 略)前 後における

疼痛ならびに血清Ca, LDHお よびALPの 諸検

査値の変化について検討 したので報告する.

対 象

対象は,昭 和57年1月 より昭和61年8月 まで

の期間に,当 科に入院していた患者のうち,骨

シンチグラフィ,単 純X線 写真, CT等 の検査

にて,癌 の骨転移と診断された33症 例 で ある.

表1　 症 例

その 内 訳 は,男 性25例,女 性15例 で,年 齢 は,

 35才 から82才,平 均61才 で ある.原 発 巣 は,肺

癌23例(57.5%)と 最 も 多 く,乳 癌4例(10%),

食 道癌3例(7.5%),大 腸 癌2例(5%),腎 癌,甲

状 腺 癌,肝 癌,膀 胱 癌,皮 膚 癌 がそれぞれ1例,

原 発 巣 不 明の症 例 が3例 で あ る(表1).こ の う

ち,単 発 性 の骨転 移 症例 が12例,多 発性 の もの

が27例 で あり,多 発 性の症 例 が, 3分 の2以 上

を しめ て い る.

結 果

骨転 移部 位 は,脊 椎 が最 も多 く, 28病 変(36.7

%)で,次 いで肋 骨22病 変(28.9%),骨 盤13病 変

表2　 骨転移部位
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表3　 初発症状

表4　 疼 痛,血 清Ca, ALP, LDH(症 例 数)

表5　 RTに よる疼痛,血 清Ca, ALP LDHの 変化

(症例数)

*不 変 ・増悪　 3　 やや軽快　 3

軽 快　 16

()内 は,肝 転 移症例 数 を示す.

(17.1%),上 腕 骨4病 変(5.3%)で あ る(表2).

初発 症 状 は,疼 痛 が30例 で75%を 占めている.

部 位 として は,背 部 痛 が7例(175%)腰 痛 が7

例(17.5%)胸 痛 が4例(10%)と なってい る.他

に右側 胸 部 の腫 脹 を初 発 症 状 と した もの が1例

(3.3%),無 症 状 が9例(22.5%)あ った(表3).

臨 床 症状 では,疼 痛 が全症 例 中35例(87.5%)

に認 め られ た が,疼 痛 の他 に も頸髄 の圧 迫 によ

る四肢 麻 痺,四 肢 の運 動 障 害,知 覚 障 害 も認 め

られた.血 清 生 化 学的 検 査 においては, ALPの

上 昇 が み られたものが13例(32.5%), LDHの 上

昇 がみ られたもの が9例(22.5%),血 清Ca値 の

上 昇が み られたもの が5例(12.5%)に み られ た.

しか し,肝 転 移 の認 め られた症 例 数 を除 くとALP

の上昇 は9例 にみ られLDHの 上 昇 した もの は5

例 とな っ た(表4).

また,疼 痛 や これ らの 異 常値 のRTに よ る変

化 につ い ては,疼 痛 の 全 く消 失 した もの が7例

(24.1%)で あ り,や や疼 痛 の軽快 した もの も含

め る と26例(89.6%)に 何 らかの 改 善が 認 め られ

て いる.血 清 生 化 学 的検 査 につ いて もALP上 昇

例 の う ち3例, LDH上 昇例 の うち4例,血 清

Ca値 上 昇例 の う ち4例 が,治 療 により正 常 範囲

内 に回復 した(表5).

症 例

症例1は, 62才 男 性,主 訴 は 腹声 及 び右 側 胸

部 痛 で あ る.昭 和58年8月 頃 よ り嘆声 が出現 し,

精 査の結 果肺 癌 の診 断 を うけ, MMC等 による化

学療 法行 うも効果 なく,胸 痛 も出現 した ため, RT

目的 にて当科 入院 となった. RTと しては右 第5

肋 骨 に60Coに て 前 方 よ り4×3cmの 照射 野 で

1回2Gy週5回 計40Gyの 照 射 を施 行 した.胸

痛 は10Gy照 射 時 よ り軽 快 し, 18Gy照 射後 消

失 した.ま たALPが 当初109 IU/lと やや 異 常 を

示 して いたが, RTに より正 常 範 囲 に回復 した.

症 例2は, 57才 女性,主 訴 は 背部 痛 で あった.

右 乳癌 の診 断 にて,昭 和53年2月 右 乳房 切 断術

を施 行 した が,昭 和58年2月 頃 よ り背 部 痛 出現

し, 5FU等 に よ る化 学 療 法 を行 った後,昭 和

59年9月RT目 的 に て当科 入院 となった. RTと

しては,第5, 6, 7胸 椎 には5.5×4cmの 照 射

野 で,第4腰 椎 には5.5×4cmの 照射野 でLinac X

線10MeV後 方より各々1回2Gy週5回 計40Gy照

射.ま た,右 第6, 7肋 骨 に電 子 線10MeV後 方

よ り10×6cmの 照 射野 に て1回2Gy週5回 計

40 Gy照 射 した.背 部痛 は10Gyで 激 痛 が 改 善

し, 20Gyま で は 徐々 に疼 痛 軽 減 が み られ た が

消 失 にはいた らなかった.症 例1と 同 様ALPが

118IU/lと や や高 値 で あったが, RTに より正 常

範 囲 内 に回 復 した.

考 察

骨 転 移 部 位 と して は,脊 椎 が 最 多で あ り,な

かで も腰 椎 に多 いといわれているが1,4).当 科 に

おい て今 回 は,胸 椎 が最 も多 くな っ て い る.し
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か し,そ の他 は,肋 骨,骨 盤,上 腕 骨 と なっ て

お り,従 来 の報 告 と同様 な傾 向 を示 して い る と

考 え られ る.

初 発症 状 と して疼痛 が75%と 最 も多 いの も,

従来 の 報 告 の通 りであるが1,6),そ の部位 として,

背部 痛,腰 痛,胸 痛 が 多 い のは,転 移 部 位 が,

脊椎,肋 骨 に多 い こ とに よ る と考 え られ る.ま

た,初 発症 状 が無 症状 で あ った もの が9例 あ る

が,こ の うち4例 には,経 過 中 に疼 痛 が 出現 し

てお り,臨 床 症 状 が 出現 して くる以 前 に骨 シ ン

チ グ ラ フ ィや 骨X線 写 真 に よっ て 骨転 移 が発

見 され た もの と考 え られ る.他 の症 例 に おい て

は,疼 痛等 がみ られ な か っ たが,全 経 過 を通 し

て疼 痛 の ない場 合 も ある た め2),こ れ に相 当す

る もの と思 われ る.

生化 学的 検 査 で は, ALPに つ い て は約50%

の症 例 に 上昇 が 認 め られ た との 報 告 があ る3).

今 回対 象 と した症例 の場 合, 32.5%に 上 昇 が み

られ た.し か し,肝 転 移 の認 め られ た症 例 を除

くと上 昇 は, 22.5%に み られた のみ で あ り,そ

れほ ど高 率 で は なか っ た.ま た, LDHに つ い

て も71.8%に 上 昇 が み られ,そ の値 は腫 瘍 の 大

きさに比例 す る との報 告 も あ るが4),我 々 の 検

討 した症 例 で は, 9例(22.5%)に 上 昇 が み られ,

肝転 移 を認 めた症 例 を除 くと, 5例(12.5%)に

上 昇 を認 め た に過 ぎな か っ た.血 清Ca値 の 変

動 につ いて は,一 般 に原 発性 骨 腫 瘍 で は変 動 が

ほ とん どみ られず,広 範 囲 の癌 の骨転 移,特 に

乳癌,肺 癌,腎 癌 な どか らの骨 転 移 の と きに高

カル シ ウム血 症 が み られ る こ とが あ る と言 わ れ

て お り, 8-9%に 上 昇 が認 め られた との報 告

もある4).今 回 対 象 と した症 例 で も, 9.1%に 血

清Ca値 の上 昇 が認 め られ て お り,こ れ ら全 例

に広 範 囲 の骨転 移 が 認め られ ほ ぼ同 様 の結 果 で

あ った.

次 に,疼 痛 や これ ら生 化 学検 査 の 異 常値 の 放

射 線 治療 に よ る変化 につ い て は,今 回検 討 を行

っ た29症 例 の うち疼 痛 の 消 失 したものは7例(24.1

%),何 らかの 改 善 を示 した もの を含 め ると26例

(89.6%)と なってお り,諸 家 の報 告1～3,5,6)とほ

ぼ同様 の結 果 と思 われ る. ALP上 昇例 の うちの

3例, LDH上 昇例 の うちの4例 が,そ れ ぞれ放

射 線 治療 後 正 常値 に回 復 して お り,両 者 と も に

上 昇例 の うちの約3分 の1を 占め て い る. ALP

につ い て は治療 後,再 上 昇 を示 した との 報告 も

あ るが3),今 回 は その よ うな傾 向 は 認 め られ な

か った ようで あ る.血 清Ca値 の 放 射 線 治 療 に

よ る変動 につ い ての 報 告 は少 な いが,今 回 の上

昇 例3例 の 全例 に お いて正 常 値 に回復 した.し

か し,い ず れ の検 査 値 も高 率 に変動 して い る と

は い えず,上 昇 も高 度 で は ない もの が多 い こ と

も あ り,治 療 の効 果 判定 の基 準 と しては疼 痛 や

画 像 診断 に比べ て劣 る と思 われ る.

ま と め

当科 に お ける過 去5年 間 の 入院 患 者 の うち骨

転 移 と診 断 され た40症 例 について放 射線 治 療 に

よ る疼 痛 や 諸検 査 値 の 変化 につ い て報 告 した.

疼 痛 は29例 中26例(89.6%)に 改善 が認 め られ た

が, ALP, LDHは 上 昇 例 も少 な く,ま た 治 療

に よ り改 善 した と思 われ る症例 も3分 の1程 度

で あっ た.血 清Ca値 は,広 汎 な骨転 移 を示 し

た5症 例 で 上昇 がみ られ た が,治 療 に よ り この

うち4例 が正 常値 に回 復 した.
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A Clinical Study of Bone Metastasis in Carcinoma 
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The study included 40 cases of bone metastasis experienced from January 1982 to August 

1986 at the Department of Radiology, Okayama University Hospital. The rate of pain Remis

sion was 89.6% in 29 patients given radiotherapy. Increases in serum ALP and LDH were 

found in a few patients and a quarter of these patients improved after radiotherapy. Serum 

Ca increased in 5 patients with multiple bone metastases.


